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12月 

宇部市まちなか環境学習館

「銀天エコプラザ」には、

環境関連図書もある学習室

（無料）、大小のミーティン

グルーム（有料）がござい

ます。 

「環境サロン」は、身近な環境問題などをテーマに、 

みんなで気軽に学びあえる場、語りあえる場です。 

一度だけのご参加も歓迎です。 

参加費…各回 300円 

これまで、ＥＡ２１の指導やＩＳＯ１４００１の指導に携わってきた経験から、

省エネについて得られた成果についてまとめ、今後、どのような重点をおいて

活動していけばよいのか、お話しいただきます。 

Ｅ Ａ 21の成果について 
（うべ環境コミュニティー 津島 榮） 

 

宇部市環境学習ポータルサイト 「うべっくる」 

http://www.ubekuru.com 

うべっくる 検 索 
宇部市のいろいろな環境学習拠点や、環境関連のイベントなど、環境の情報の

ポータルサイトです。「銀天エコプラザ」の詳しい紹介もあります。 

 

12月 1日（土） 15時～ 
 

現代の若者の倫理感について      （宇部未来会議 藤重雅明） 
 

さまざまな世代の方に「市民感覚としての倫理感」について語っていただきます。 

お話の後、参加者同士の意見交換を行い、世代間の対話を進めていきます。 

 

午前 9 時から午後 9 時

まで利用できる無料の

学習室です。 

環境関連等、約 600 冊

の図書があります。 

 

12月 20日（木） 19時～ 
 

椹野川河口干潟自然 

再生の取り組み  
（山口大学名誉教授 浮田正夫） 

 

山口県が７、８年来取り組んでいる椹

野川河口域・干潟自然再生事業の取り

組みとその成果についての説明を聞

いた後、これからの自然共生のあり方

について話し合います。 

 

12月 6日（木） 19時～ 
 

宇部の淡水魚と 

これからの自然共生 
（水産大学校 竹下直彦） 

 

小野湖周辺や厚東川水系を中心とし

た自然環境（淡水魚）について解説

をしていただき、長年淡水魚と関わ

ってこられた経験から、これからの

人間と自然の共生をどのようにした

らよいのかお聞きします。 

 

12月 26日（水） 19時～ 

12月 15日（土） 15時～ 
 

科学技術の倫理について                （山口大学医学部 川崎 勝） 
 

科学技術論の立場から、科学や技術の世界において倫理は必要なのかまとめ、対話を行

います。 

 

学習室利用の受付、ミーティン

グルームの申し込み、環境サロ

ンやイベントの問い合わせなど

はこちらへ。 

お気軽にお立寄りください。 

電話 39-8110 

 

寒くなってきました。 
環境サロンでホットに語り合いましょう。 

 

147円 

252円 

294円 

60円 

420円 

735円 

840円 

150円 

 

9～12時 

12～17時 

17～21時 

冷暖房費 
（１時間あたり） 

時間帯 

使  用  料 

小 
（約 12人まで） 

大 
（約 30人まで） 

 

利用しやすい料金のまちなかの

貸室です。 

会議、勉強会、サークル活動な

どにご利用ください。 

 



環境活動団体紹介コーナー 

住宅集会所の和みサロン「眞こころ」を応援しています。 

現在高齢化や被曝 2 世 3 世の問題が深刻な「ゼムリャキ」を応援するための「ゼ

ムリャキ・ナディア（希望）」（年会費 3000円）への入会をお願いしています。遠く

ウクライナで支え合っている被曝者のみなさんとつながることで、私たちの生活の

質が愛において豊かになります。お申込は代表石川悦子（ときわ湖畔ユースホステ

ル ☎21-3613 ✉aoiumi1109@yahoo.co.jp）までお願いします。 

平和を願う草の根グループ「えんどうまめ」はチェルノブイリ原発事故の半

年前の 1985 年に結成し、28 年目になります。チェルノブイリ被曝者支援と平

和な社会のための学び合いと支え合いの活動を続けています。メンバーは各自、 

 自分の暮らしの中で自然環境保全のために選び行動していますし、協力してコンサートやバザーを行い、ウク

ライナキエフ市のチェルノブイリ被曝者互助団体「ゼムリャキ」や東日本大震災被災地南相馬市寺内第一仮設 
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宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21号 

交通手段   ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX   0836-39-8110    E‐mail  info@ubekuru.com 

開館時間   9 時～21 時 

休館日    毎週火曜日、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

 

 宇部中央銀天街㈿は、昭和 34 年に設立され、それ以

降、平成になるまで大変繁栄し、その後、平成 10 年以

降急速に衰退してしまった商店街です。最盛期には、

536m のアーケードの中に 110 店舗あり、歩くだけでも

楽しい気持ちになれる商店街でしたが、現在は、385m

の中に 22 店舗営業しているだけで寂しい状況となって

います。 

 しかし、ここ数年周辺に変化が現れています。 

 １つ目は、中央町三丁目西側地区の再開発、周辺のア

パート・マンションの建設等によって生活者の人口が増

加し始めたことです。中でも子供たちの増加は、著しい

ものがあります。 

 ２つ目は、この地域に思い入れを持っていただいてい

る方々の動きです。最も大きいものは、壱番街にオープ

ンしたルナーレですが、その他にも小さな飲食店も増え

つつあります。また、今年出来た銀天せいじ館という若

い人たちの集会所兼作業所も大きな存在となりつつあ

ります。 

３つ目は、宇部市の協力によって設置された宇部市ま

ちなか環境学習館の活動です。指定管理者としてこられ 

たうべ環境コミュニティーの方々は、地元以上に地

元の人になりつつあります。 

 こうしたありがたい環境の中で、私ども組合は、

基礎・基盤作りを進めています。そして、そのため

の事業を継続的に行っています。具体的には、駐車

場等の経営や組合に関係する権利関係を整理するこ

とです。組合の財政基盤を強固なものとし、権利関

係の憂いをなくしておいて初めて新しい商店街の姿

を考えることができると考えています。急速な衰退

を招いた原因は多々あると思いますが、私どもの組

合においては、このことが大きな要因の一つと考え

ているからです。私どもの活動は、前述の変化の中

にその成果として既に現れていますし、近い将来、

また新たな成果を創出できると考えています。そし

て、そうした中で商業の環境を整えようとしていま

す。今後も、「生活し続けられるまちづくり」を目指

して活動してゆきますので、宜しく御願いいたしま

す。 

 

宇部中央銀天街協同組合 理事長 時広健次 

南相馬市の仮設住宅のサロン「眞こころ」 

ウクライナのチェルノブイリ被曝者 

互助団体「ゼムリャキ」 

 

まちの声   
 

 

〈 ぎんてんがい 〉を知ってください。 
 


